
《「写佛」マニュアル》 

【準備物】 

原画 色紙 チャコペーパー（カーボン紙）色ボールペン 

色鉛筆（クーピー）クリップ 筆ペン（筆二本 墨 水） 

「準備物の値段と購入先」 

・原画 書店でも見つかるが知り合いからもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

（原画）            （色紙） 

・色紙 量販店で（10枚 ６００円位）１枚の値段は様々 

・チャコペーパー（ブルー） ネットで買うと１００円位 

スーパーチャコペーパー（ネットで検索） 

カーボン紙でも可－文房具店 

 

 

 

 

 

 

 

（チャコペーパー）     （クーピー クリップ） 

・色ボールペン、色鉛筆、クーピー－文具店（子どもや孫の文具を 

借りる。） 



・クリップ （小 １０個入り）１００円位 

・筆ペン（顔料が良い）５００円～ 

・筆 墨（墨汁）－文房具店 

・掛け軸たとう（青 草 茶）寺の友社 ４７３円 税・送料別途 

 

 

 

 

 

 

 

・木製色紙額 （白 茶） 量販店 ５００円 位 

★手 順 

 

①手洗い 口洗い 塗触香 おつとめ 焼香 十念 

②色紙の上にチャコペーパーの着色面をのせる。（裏表に注意） 

③その上に原画をのせ、クリップで留めて色紙・チャコペーパー・ 

原画を固定する。 

 

 

 

 

 

 



④原画を色ボールペンでうすくなぞり、色紙に青い線を写す。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤原画どおりか確認し、チャコペーパーをはずす。 

⑥色紙に写った青い線を墨で線描き清書する。筆に慣れるため、最 

初は短い線から描く。 

⑦墨の色は水で濃淡を調整すると良い。（筆ペンでは不可） 

 

 

 

 

 

 

 

⑧墨が乾いた事を確認したら、きれいな筆と水でカーボンの線を消 

す。水が多いと色紙が剥がれるので注意。 

⑨水が乾いたら、顔や蓮台などにう 

すく紅色を、光背や装身具は黄土 

色などに彩色を施すと明るい仏 

画になる。 

⑩十念 



《「写佛」講師 マニュアル》（筆ペンを使った場合） 

こんにちは 〇〇〇〇（名前） です。 

私は「講師」を出来るほど、勉強していないのですが、みなさんと一緒に作品を作ってい 

きたいと思います。 

最初に「おつとめ」をします。焼香を回しますので、ご焼香下さい。 

―――――おつとめ中に「焼香」をまわす。―――終わったら 

最初に準備物を説明します。 

原画 色紙 チャコペーパー（またはカーボン紙）色ボールペン 

色鉛筆またはクーピー等 クリップ 筆ペン または（筆二本 墨 水）です。 

今日は、筆ペンを持ってきていただいていますので、今から「原画」と「色紙」と「青 

のチャコペーパー」と「ボールペン」と「クリップ２個」を取りに来てもらいます。原画 

は何種類か用意していますので、好きなものを選んで下さい。 

それでは次に作品を作る手順に入ります。 

まず「色紙の上にチャコペーパーの着色面をのせます。裏表に注意して、着色面が下にな 

るようします。 

次は、その上に原画をのせて、クリップで２カ所留めて、色紙・カーボン・原画を固定し 

ます。 

次に、原画を一カ所色ボールペンでなぞり、色紙に青い線がついているか確認して下さい。 

ついてなかったら、チャコペーパーが反対ということです。 

それから「なぜ 色ボールペンが良いか？」と言うと、原画を黒のボールペンでなぞる 

と、どこをなぞったかわかりにくいからです。赤や青ですと、なぞったところがわかりや 

すいです。 

それでは、みなさん、原画をなぞり、色紙に写していただきますが、最後まで、クリッ 

プは、はずさないで下さい。「クリップをはずしてしまうと 写し忘れの線を再度写すと 

き、ずれてしまいます。」 



もう間違いないと、原画どおりか確認したら、チャコペーパーをはずし、原画もはずし 

て下さい。 

それでは、始めます。 

――――――――――――だいたい写し終えたら――――――― 

次の手順に入ります。 

次は、色紙に写った「チャコペーパーの青い線」を筆ペンでなぞります。清書です。細か 

い線は筆がふるえます。筆に慣れるため、最初は短い線から描く方が良いと思います。 

今回は筆ペンですが、墨を使うと、墨の濃淡で調整すると良い作品になります。 

墨が乾いたら、きれいな筆と水でカーボンの線を消します。水が多いと色紙が剥がれる 

ので注意が必要です。今日は筆の用意をしていませんのでそのまま続けます。 

最後に（水が乾いたら、）顔や蓮台などにうすく紅色を、光背（こうはい）や装身具に 

お好みの彩色を施すと明るい仏画になります。 

今日 時間のある方は「クーピー」と「色鉛筆」を用意していますから、彩色してみて 

下さい。 

最後に 

「準備物」を書いていますので、参考にし 

て下さい。「掛け軸」や「額」に入れて 飾 

ると なおいっそう良い作品になるかと思 

います。 

以上で説明と実践は終わりです。 

 

それではこれで「しゃぶつ」の講座を終わります。お疲れさまでした。ありがとうござい 

ました。 

同唱十念 


